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6868 億億 82008200 万 円 で ス タ ー ト万 円 で ス タ ー ト

令和５年度 一般会計 総額令和５年度 一般会計 総額

令和５年度予算令和５年度予算

■	新たな４年の任期がスタートします。つぶやき

町 の 予 算町 の 予 算

会 計 区 分 令和４年度（万円） 令和５年度（万円） 比較増減（万円） 対前年度比（％）
一 般 会 計 68 億 5600 68 億 8200 2600 100.4

特
別
会
計

国民健康保険 7 億 9946 7 億 6704 △ 3242 95.9
病 院 事 業 6 億 6520 6 億 4592 △ 1927 97.1
簡 易 水 道 2 億 1349 2 億 266 △ 1083 94.9
下 水 道 2 億 6658 ３億 9830 １億 3172 149.4
介 護 保 険 5 億 2764 5 億 1691 △ 1072 98.0
後期高齢者医療 9808 １億 257 448 104.6

合 計 94 億 2647 95 億 1543 8895 100.9

※予算額は１万円未満切り捨て。
※各科目ごとの金額及びパーセントの合計は、合計額及び 100％と一致しない。
※正職員及び会計年度任用職員フルタイムの給与及び賃金は、総務費に含む。

３月６日の本会議初日　喜井町長が町政執行方針を述べる	３月６日の本会議初日　喜井町長が町政執行方針を述べる	

令
和
５
年
度
各
会
計
予
算
は
、

３
月
定
例
議
会
初
日
の
６
日
に
提

案
が
あ
り
、
特
別
委
員
会
（
加
納

茂
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
３
月

14
日
に
審
査
が
行
わ
れ
た
。

令
和
５
年
４
月
の
統
一
地
方
選

挙
に
よ
り
骨
格
予
算
と
な
っ
た
が
、

全
体
で
令
和
４
年
度
よ
り
０
・
４
％

増
加
と
な
っ
た
。

一
般
会
計
は
68
億
８
２
０
０
万

円
、
特
別
会
計
は
26
億
３
３
４
３
万

円
、
総
額
95
億
１
５
４
３
万
円
で
、

令
和
４
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

て
一
般
会
計
は
２
６
０
０
万
円
増

（
前
年
度
比
０
・
４
％
増
）
と
な
っ

た
（
１
万
円
未
満
切
り
捨
て
、
以

下
同
じ
）。

一
般
会
計
の
主
な
歳
入
は
、

町
税
８
億
５
６
４
４
万
円
（
前

年
度
比
０
・
１
％
減
）、
地
方
交

付
税
29
億
３
０
０
万
円
（
前
年

度
比
１
・
９
％
増
）、
国
・
道
支

出
金
６
億
８
６
１
９
万
円
（
前

年
度
比
14
・
５
％
減
）、
繰
入
金

６
億
４
３
６
１
万
円
（
前
年
度
比
19
・

６
％
増
）
を
計
上
し
た
。

主
な
歳
出
で
は
、
福
祉
相
談
支

援
等
を
行
う
重
層
的
支
援
体
制
整

備
２
５
３
６
万
円
、
役
場
周
辺
エ

リ
ア
Ｚ
Ｅ
Ｃ
化
事
業
７
２
９
２
万

円
、
鹿
追
高
校
生
へ
の
通
学
費
等

支
援
２
２
８
１
万
円
、
地
域
の
つ

な
が
り
活
動
助
成
金
２
５
０
万
円
、

東
京
都
台
東
区
等
と
の
交
流
を
行

う
国
内
交
流
推
進
協
議
会
補
助
金

４
１
１
万
円
。

７
月
９
日
開
催
予
定
の
防
災
・

防
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３

（
仮
称
）
で
99
万
円
、
国
際
バ
カ
ロ

レ
ア
候
補
校
負
担
金
等
（
鹿
追
中
・

瓜
幕
中
）
４
０
０
万
円
を
計
上
し

た
。

３
月
定
例
議
会
　
３
月

３
月
定
例
議
会
　
３
月
６６
日
か
ら

日
か
ら
1717
日
ま
で
開
催

日
ま
で
開
催

○○
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
関
連
事
業
を
実
施

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
関
連
事
業
を
実
施

令
和
５
年
度
予
算
総
額

令
和
５
年
度
予
算
総
額

前
年
度
比
０
・
４
％
増

前
年
度
比
０
・
４
％
増

令
和
５
年
度
当
初
予
算
案

は
、
統
一
地
方
選
挙
の
た
め

骨
格
編
成
と
な
っ
て
い
る
が
、

継
続
事
業
や
緊
急
性
の
高
い

事
業
は
原
則
予
算
化
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
、
原

油
や
穀
物
等
の
国
際
価
格
上

昇
に
よ
り
物
価
が
高
騰
し
、

地
域
経
済
へ
影
響
を
及
ぼ
し

続
け
て
い
る
。

不
安
定
な
社
会
情
勢
に

あ
っ
て
も
、
町
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
、
持
続
可
能
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る

よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
積

極
的
な
導
入
を
進
め
て
い
く
。

健
全
財
政
を
維
持
し
、
限

ら
れ
た
財
源
で
町
民
の
幸
せ

の
た
め
努
力
し
て
い
く
。

（
抜
す
い
・
要
約
） 喜井　知己		町長喜井　知己		町長

町
政
執
行
方
針
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【
下
水
道
特
別
会
計
】

○
光
熱
水
費	

１
７
８
万
円

電
気
料
高
騰
に
よ
り
増
額
し

た
。
令
和
４
年
度
予
算
合
計
は

２
１
１
５
万
円
と
な
る
。

【
国
保
病
院
会
計
】

○
光
熱
水
費	

２
５
５
万
円

○
燃
料
費	

66
万
円

電
気
料
等
高
騰
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
増
額
し
た
。

令
和
４
年
度
予
算
合
計
は
そ
れ

ぞ
れ
１
０
５
６
万
円
、
６
２
６
万
円

と
な
る
。

○
定
住
促
進
住
宅
建
設
奨
励
事
業

	

３
６
０
万
円

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導

入
費
補
助
事
業	

40
万
円

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
確
保
事
業	

８
５
８
万
円

○
道
営
土
地
改
良
事
業

	

３
６
３
１
万
円

○
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
更
新
事

業	

１
５
０
万
円

令
和
４
年
度
予
算
か
ら
５
年
度

予
算
へ
繰
り
越
し
た
。

令
和
５
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る

金
額
は
、
全
会
計
で
５
０
３
９
万
円

と
な
る
。

○
食
料
安
全
保
障
の
強
化
及
び
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
確
立
と
酪

農
・
畜
産
経
営
の
安
定
を
求
め
る
請

願
・
意
見
書

鹿
追
町
農
民
団
体
連
絡
協
議
会

（
武
藤
敦
則
会
長
）
か
ら
の
請
願
を

採
択
し
、国
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、

穀
物
需
要
の
ひ
っ
迫
、
燃
油
・
肥
料
・

飼
料
等
の
高
騰
に
よ
り
特
に
酪
農
・

畜
産
は
危
機
的
状
況
で
あ
る
。

食
料
の
安
定
生
産
・
供
給
に
向
け

て
生
産
資
材
確
保
、
担
い
手
・
労
働

力
の
育
成
確
保
、
再
生
産
可
能
な
直

接
支
払
制
度
導
入
、
乳
製
品
の
消
費

拡
大
を
国
に
求
め
る
。

（
台
蔵
議
員
）

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
で
修

学
旅
行
の
高
校
生
が
２
年
連

続
で
人
間
ば
ん
馬
を
行
な
っ
て
い
る

が
、
令
和
５
年
度
も
行
う
の
か
。

（
３
）
公
共
施
設
の
整
備
・
利
用

埼
玉
県
三み

芳よ
し

町
で
は
、
古
い
公

共
施
設
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
各
部
署

が
横
断
的
に
捉
え
、
住
民
と
合
意
形

成
を
図
っ
て
い
る
。

本
町
で
は
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
平
成
28
年
に
策
定
し
た

が
、
施
設
の
必
要
性
も
含
め
住
民
と

対
話
し
、
実
行
及
び
個
別
計
画
等
を

明
確
に
し
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
４
）
そ
の
他

北
見
市
役
所
に
お
い
て
、「
書
か

な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
を
視
察

し
た
。

窓
口
対
応
の
効
率
化
と
職
員
の

業
務
量
を
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

常
に
問
題
意
識
を
持
ち
、
改
善
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

○
地
域
保
育
所
条
例

○
認
定
こ
ど
も
園
条
例

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、

対
応
条
項
等
を
変
更
し
た
。

○
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例

園
児
の
バ
ス
送
迎
に
あ
た
り
、

安
全
管
理
の
徹
底
及
び
安
全
計
画
策

定
等
の
規
定
を
追
加
し
た
。

○
国
民
健
康
保
険
条
例

法
改
正
に
よ
り
、
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
額
を
40
万
８
千
円
か
ら

48
万
８
千
円
に
引
き
上
げ
た
。

ま
た
、
産
科
医
療
補
償
制
度
に

加
入
す
る
病
院
等
で
出
産
し
た
場

合
、
補
償
制
度
の
掛
金
１
万
２
千
円

が
加
算
さ
れ
、
50
万
円
に
引
き
上
げ

た
。

○
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

○
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例こ

ど
も
家
庭
庁
設
置
法
施
行
に

よ
り
、
対
応
条
項
を
変
更
し
た
。

【
一
般
会
計
】

○
役
場
庁
舎
ほ
か
光
熱
水
費

	

８
６
７
万
円

○
役
場
庁
舎
ほ
か
暖
房
用
・
公
用
車

燃
料
費	

６
７
３
万
円

電
気
料
金
及
び
燃
料
費
の
高
騰

に
よ
り
増
額
し
た
。

○
除
雪
業
務
委
託
料	

１
千
万
円

令
和
４
年
度
予
算
合
計
は

６
２
２
３
万
円
と
な
る
。

○
健
康
温
水
プ
ー
ル
修
繕
料

	

２
５
３
万
円

空
調
設
備
、
天
井
等
の
修
理
を

行
う
。

○
有
害
鳥
獣
捕
獲
報
償
費	

46
万
円

有
害
鳥
獣
捕
獲
頭
数
が
前
年
度

よ
り
増
加
の
た
め
、
報
奨
金
を
増
額

す
る
。

令
和
４
年
度
予
算
合
計
は

１
２
６
万
円
と
な
る
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

○
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

	

１
１
０
０
万
円

コ
ロ
ナ
禍
で
短
期
入
所
療
養
介

護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
）
中
止
の
代

替
と
し
て
、
入
所
サ
ー
ビ
ス
に
切
り

替
え
た
こ
と
に
よ
る
不
足
分
を
増
額

し
た
。

令
和
４
年
度
予
算
合
計
は

２
億
８
７
８
８
万
円
と
な
る
。

○
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付
費

	

１
２
１
万
円

居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
増
に
よ

り
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
費
用
が
不
足

す
る
こ
と
か
ら
増
額
し
た
。

令
和
４
年
度
予
算
合
計
は

１
４
０
５
万
円
と
な
る
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

○
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

	

２
７
３
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
普

通
徴
収
分
が
増
加
し
た
こ
と
に
伴

い
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ

の
納
付
金
を
支
出
す
る
。

令
和
４
年
度
予
算
合
計
は

９
７
３
４
万
円
と
な
る
。

【
簡
易
水
道
特
別
会
計
】

○
光
熱
水
費	

２
３
０
万
円

電
気
料
高
騰
に
よ
り
増
額
し
た
。

令
和
４
年
度
予
算
合
計
は

２
０
８
０
万
円
と
な
る
。

○
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例

○
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例

○
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
条
例

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
社
会

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
個
人

情
報
保
護
と
、
デ
ー
タ
流
通
の
両

立
が
要
請
さ
れ
る
中
、
法
律
に
よ

り
全
国
的
な
共
通
ル
ー
ル
と
し
た
。

自
治
体
や
議
会
は
、
条
例
で
保

護
措
置
等
を
定
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。

○
報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

農
業
委
員
、
教
育
委
員
、
代
表

監
査
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て
、
業

務
量
の
増
加
等
に
よ
り
、
約
10
％

を
引
き
上
げ
た
。

○
定
住
促
進
住
宅
建
設
奨
励
に
関

す
る
条
例

○
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
事
業
助
成

に
関
す
る
条
例

○
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
に
関

す
る
条
例

各
条
例
の
有
効
期
間
を
、
令
和

６
年
３
月
31
日
に
延
長
し
た
。

○
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

酪
農
・
畜
産
経
営
の

安
定
等
を
求
め
る
請
願
を
採
択

３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
請
願
１
件
、
新
規
条
例
３
件
、

条
例
改
正
12
件
、
各
会
計
補
正
予
算
等
９
件
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
５
８
５
万
円
を
減
額

し
、
78
億
３
３
８
８
万
円
と
し
た
。

３月定例議会 ３月定例議会

■	入学式　桜がそこに　卒業式つぶやき

議

決

事

項

新

規

条

例

主
な
補
正
予
算
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主
な
繰
越
明
許

（
台
蔵
議
員
）

地
域
つ
な
が
り
活
動
助
成

金
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度

の
実
績
は
。

Ｑ
８
行
政
区
で
合
計
50
万
円
の

見
込
み
で
あ
る
。

Ａ

主

な

質

疑

人
気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
事
業
者
が
引
き
続
き
実

予
定
価
格
は
参
考
見
積
等
か

ら
設
定
し
た
。

入
札
の
結
果
と
し
て
、
予
定
価
格

よ
り
３
千
万
円
低
い
金
額
で
落
札
さ

れ
た
。

Ａ

Ａ
（
山
口
議
員
）

役
場
周
辺
エ
リ
ア
Ｚ
Ｅ
Ｃ

化
事
業
で
、
３
年
間
に
係

る
委
託
料
を
３
千
万
円
減
額
し
て
い

る
が
、
随
意
契
約
か
ら
指
名
競
争
入

札
に
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
減
額
さ

れ
た
の
か
。

Ｑ

Ｑ

【
行
政
説
明
】

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

ライディングパークライディングパーク

総
務
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

（
１
）
地
方
創
生
と
人
口
減
少
問
題

埼
玉
県
飯は
ん
の
う能

市
で
は
、
人
口
対

策
と
し
て
移
住
者
に
有
利
な
支
援
策

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
重
点
を
お

い
た
政
策
を
展
開
し
て
い
た
。

埼
玉
県
横よ
こ

瀬ぜ

町
で
は
、
高
齢
化

よ
り
も
少
子
化
を
深
刻
な
課
題
と

し
、
住
民
の
た
め
に
な
る
事
業
の
提

案
を
受
け
、
採
択
す
る
。

事
業
者
は
自
治
体
に
認
定
さ
れ

る
こ
と
で
融
資
に
も
つ
な
が
り
、
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

民
間
活
力
を
町
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
方
法
は
、
参
考
に
な
っ
た
。

（
２
）
幼
・
小
・
中
・
高
教
育
問
題

本
町
の
教
育
は
、
幼
児
か
ら
学

べ
る
一
貫
教
育
シ
ス
テ
ム
を
平
成
15

年
度
に
文
科
省
研
究
開
発
校
の
指
定

を
受
け
推
進
し
て
き
た
。
現
在
は
学

校
規
模
適
正
化
に
つ
い
て
検
討
を
行

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
鹿
追
高
校
存
続
の
た
め
、

支
援
を
ど
こ
ま
で
拡
大
さ
せ
る
の
か

も
含
め
、
本
町
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
明

確
化
と
町
民
理
解
を
求
め
る
必
要
が

あ
る
。

北見市役所の書かないワンストップ窓口（R4.10.5）北見市役所の書かないワンストップ窓口（R4.10.5）

条

例

改

正

施
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
る
。

請
願
・
意
見
書
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（
１
）
農
業
振
興
策
に
よ
る
人
口
減

少
対
策

本
町
の
令
和
４
年
度
農
業
生
産

額
は
２
３
７
億
円
の
一
方
、
農
家
約

２
０
０
戸
の
う
ち
60
数
戸
は
後
継
者

が
お
ら
ず
、
将
来
は
農
家
戸
数
及
び

農
業
者
人
口
減
少
が
想
定
さ
れ
る
。

本
町
で
は
従
来
、
離
農
地
を
既
存

農
家
が
規
模
拡
大
の
た
め
取
得
し
、

余
剰
農
地
は
な
か
っ
た
が
、
今
後
も

既
存
農
家
が
土
地
取
得
で
き
る
の

か
、
町
外
法
人
等
が
参
入
す
る
の
か

未
知
数
で
あ
る
。

視
察
し
た
美
深
町
、
枝
幸
町
と
も

新
規
就
農
を
積
極
的
に
展
開
し
て
お

り
、
本
町
も
早
急
に
検
討
す
る
時
期

で
あ
る
と
考
え
る
。

新
規
就
農
者
を
受
け
入
れ
る
体

制
づ
く
り
と
、農
業
者
と
の
対
話
や
、

町
の
情
報
一
元
化
、
北
海
道
、
北
海

道
農
業
公
社
や
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
等
、
関

係
機
関
と
の
連
携
が
有
効
と
考
え

る
。

（
２
）
観
光
振
興

本
町
観
光
の
要
で
あ
る
然
別
湖

で
は
、
民
間
ホ
テ
ル
が
１
軒
休
業
中

で
あ
り
、
再
建
等
を
関
係
機
関
が
協

力
し
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
本

町
観
光
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、「
ト

カ
プ
チ
４
０
０
」
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ

イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
指
定
さ
れ
た
。
町

内
に
地
域
ル
ー
ト
を
設
定
す
る
こ
と

で
誘
客
が
期
待
さ
れ
る
。

道
の
駅
は
、
近
隣
町
で
大
型
施
設

が
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
膨
大
な
建
設

費
で
あ
り
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
、

十
分
な
議
論
・
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
３
）
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

活
用
と
特
産
品
開
発

町
内
２
カ
所
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
で
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
等
が
さ

れ
て
い
る
。

中
鹿
追
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

で
は
、
水
素
製
造
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

精
製
の
実
証
実
験
等
、
新
し
い
資
源

構
築
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

余
剰
熱
利
用
に
よ
る
マ
ン
ゴ
ー
・

サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ

飼
育
等
も
費
用
対
効
果
を
考
え
採
算

ベ
ー
ス
に
乗
せ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
、
新

た
な
特
産
品
開
発
が
期
待
さ
れ
る
。

（
４
）
福
祉
・
医
療

本
町
で
は
発
達
障
が
い
の
児
童

生
徒
の
増
加
が
顕
著
で
あ
り
、
子
ど

も
の
将
来
と
保
護
者
の
安
心
を
担
保

す
る
施
策
が
重
要
で
あ
る
。
公
認
心

理
師
等
の
専
門
職
を
配
置
す
る
自
治

体
も
増
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
病
院
は
、
本
町
の

重
要
な
医
療
施
設
と
し
て
一
層
の
存

在
感
と
、
住
民
か
ら
選
ば
れ
る
病
院

を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

農
福
連
携
は
、
瓜
幕
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
の
余
剰
熱
利
用
ハ
ウ
ス
で

導
入
を
検
討
し
て
お
り
、
障
が
い
者

が
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
よ
う
福

祉
団
体
と
の
連
携
を
期
待
す
る
。

（
５
）
そ
の
他
所
管
に
関
す
る
調
査

商
店
街
で
は
空
き
店
舗
問
題
が

懸
念
さ
れ
、
第
三
者
継
承
等
の
支
援

策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

広
報
部
会
で
は
、
年
４
回
の
議

会
だ
よ
り
（
１
４
３
～
１
５
７
号
）、

年
４
回
の
ミ
ニ
広
報
（
62
～
77
号
）

を
発
行
し
た
。
わ
か
り
や
す
く
親
し

み
や
す
い
広
報
紙
を
目
指
し
、
部
会

員
が
一
丸
で
編
集
に
あ
た
っ
た
。

広
聴
部
会
で
は
、
ま
ち
な
か
会

議
「
議
会
報
告
会
・
広
聴
会
」「
議

員
と
カ
フ
ェ
で
ひ
と
こ
と
」「
各
団

体
と
の
懇
談
会
」
を
全
委
員
で
実
施

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
る
中
止
や
、
参
加
者
減

少
も
あ
っ
た
。

ま
ち
な
か
会
議
は
、
住
民
と
議

員
が
意
見
交
換
す
る
場
で
重
要
で
あ

り
、
議
会
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

や
、
町
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
き
っ

か
け
と
な
っ
て
い
る
。

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
（
札
幌

市
）
で
研
修
を
行
な
っ
た
。

議
員
の
な
り
手
不
足
が
地
方
議

会
の
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
31
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
無

投
票
当
選
し
た
割
合
は
、
町
村
議
会

で
23
・
３
％
で
あ
り
、
鹿
追
町
議
会

も
無
投
票
と
な
っ
た
。

そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
若
者

や
女
性
が
議
員
と
し
て
参
画
し
に
く

い
環
境
が
あ
る
。

ま
た
、
議
員
の
存
在
感
が
薄
れ
て

き
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

議
員
報
酬
が
低
水
準
で
退
職
金

や
年
金
も
な
い
こ
と
や
、
家
族
か
ら

の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
等
、
議
員

に
な
る
こ
と
に
興
味
が
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
各

世
代
が
議
会
へ
参
画
し
や
す
く
す
る

た
め
の
方
策
を
構
築
し
て
い
く
た

め
、
会
議
時
間
の
工
夫
や
、
育
児
、

介
護
等
へ
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
議
員
報
酬
の
水
準
に
つ
い

て
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。本

町
に
お
い
て
、
平
成
31
年
の
議

員
選
挙
が
無
投
票
と
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
令
和
５
年
の
統
一
地
方
選
挙

の
動
向
を
踏
ま
え
、
今
後
の
議
員
定

数
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

３月定例議会クローズアップ 2023

町
民
ホ
ー
ル
・
ト
リ
ム
セ

ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
等
の
脱
炭
素
を
推
進

誰
で
も
相
談
で
き
る

重
層
的
支
援
体
制
を
整
備

地
域
の
つ
な
が
り

　
　
　
活
動
助
成
を
延
長

鹿
高
生
へ
の
支
援
を
拡
充

鹿
追
小
学
校
の

大
型
遊
具
を
更
新

クローズアップクローズアップ

20232023
令
和
４
年
４
月
に
国
の
「
脱
炭

素
先
行
地
域
」
に
選
定
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
部
門
で
の
脱
炭
素
化
を
促
進

す
る
た
め
、
町
民
ホ
ー
ル
、
ト
リ
ム

セ
ン
タ
ー
、ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
、

公
共
施
設
の
暖
房
設
備
等
を
二
酸
化

炭
素
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
た
め

改
修
等
を
進
め
る
。

令
和
５
年
度
は
４
年
度
に
引
き

続
き
実
施
設
計
を
行
い
、
令
和
６
年

度
末
ま
で
の
改
修
を
予
定
し
て
い

る
。全

体
事
業
費
は
７
２
９
２
万
円
。

子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

生
活
困
窮
者
の
相
談
支
援
等
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
行
な
っ
て

い
た
が
、
今
後
は
一
体
化
し
て
支
援

体
制
を
確
立
す
る
。

具
体
的
に
は
「
相
談
支
援
包
括

化
推
進
員
」
を
配
置
し
、
多
機
関
の

協
働
・
訪
問
支
援
や
、
引
き
こ
も
り

等
に
対
応
し
た
長
期
的
な
支
援
を
行

う
。社

会
福
祉
協
議
会
へ
専
門
職
員

を
配
置
し
て
実
施
す
る
。

全
体
事
業
費
は
２
５
３
６
万
円
。

鹿
追
小
学
校
の
大
型
木
製
遊
具

は
、
平
成
２
年
度
に
設
置
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
児
童
に
利
用
さ
れ
て

き
た
。

設
置
か
ら
32
年
が
経
過
し
、
老

朽
化
に
よ
り
一
部
に
危
険
な
箇
所
が

見
受
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
４

年
度
で
使
用
中
止
と
し
て
い
た
が
、

令
和
５
年
度
に
新
た
な
遊
具
を
設
置

す
る
。

全
体
事
業
費
は
１
６
０
４
万
円
。

ま
た
、
鹿
追
小
学
校
体
育
館
の

吊
り
天
井
に
耐
震
化
工
事
を
行
う
。

事
業
費
は
６
８
０
０
万
円
。

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
４
年
度

ま
で
実
施
し
て
き
た
本
事
業
を
、
令

和
６
年
度
ま
で
延
長
す
る
。

従
来
の
対
象
事
業
７
項
目
に
行

政
区
の
未
加
入
者
へ
勧
誘
活
動
を
追

加
す
る
。
助
成
額
は
勧
誘
世
帯
１
戸

あ
た
り
５
０
０
円
で
、
年
３
回
ま
で

と
す
る
。

ま
た
、
１
行
政
区
あ
た
り
の
助

成
限
度
額
は
、
基
本
額
を
10
万
円
か

ら
５
万
円
と
し
、
１
戸
あ
た
り
２
千

円
の
戸
数
分
を
加
え
た
金
額
ま
で
と

す
る
。

全
体
事
業
費
は
２
５
０
万
円
。

町
内
外
か
ら
鹿
追
高
校
へ
通
学

す
る
家
庭
の
教
育
費
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
入
学
準
備
、
通
学
費
、
修

学
旅
行
、
寮
費
及
び
み
ら
い
留
学
サ

ポ
ー
ト
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）
運
営
を

助
成
す
る
。

入
学
準
備
金
は
、
一
人
10
万
円

（
町
外
５
万
円
）、
修
学
旅
行
助
成
一

人
３
万
円
、
通
学
費
助
成
は
町
内
一

人
１
万
円
ま
で
、
町
外
は
バ
ス
代
を

全
額
助
成
す
る
。

ま
た
、
鹿
高
み
ら
い
留
学
サ
ポ
ー

ト
事
業
と
し
て
、
生
徒
を
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
と
し
て
受
け
入
れ
た
家
庭
に
対

し
、
月
額
６
万
円
と
受
け
入
れ
準
備

の
助
成
と
し
て
最
大
20
万
円
を
支
給

す
る
。

全
体
事
業
費
は
６
０
９
２
万
円
。 鹿追高校　鹿追高校　

使用停止中の木製遊具使用停止中の木製遊具
撤去後に新たな大型遊具を設置予定撤去後に新たな大型遊具を設置予定

助成金を活用し生活講座（上幌内行政区）助成金を活用し生活講座（上幌内行政区）

町民ホール　CO町民ホール　CO22 排出量実質ゼロを目指し改修を計画排出量実質ゼロを目指し改修を計画

■	固定資産税、軽自動車税がＱＲコード付き納付書になり、キャッシュ
レス納税が可能になりました。つぶやき

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

町営牧場の育成舎町営牧場の育成舎
冬季及び夏季も利用冬季及び夏季も利用

議
会
運
営
委
員
会 議会報告会・広聴会（R5.1.25、瓜幕会場）議会報告会・広聴会（R5.1.25、瓜幕会場）

コロナ禍等で参加者が減少コロナ禍等で参加者が減少

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
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狩野　正雄　議員

山口　優子　議員

川染　　洋　議員

（
質
問
）

国
際
交
流
推
進
を
目
的
に

建
設
さ
れ
た
移
住
体
験
住
宅

（
Ｓ
Ｓ
ハ
ウ
ス
）
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
カ
ナ
ダ
か
ら
の
来
訪
者

が
ス
ト
ッ
プ
し
、
冬
季
間
は

除
雪
さ
れ
て
い
な
い
と
見
受

け
ら
れ
る
。

（
質
問
）

今
後
の
国
際
交
流
の
進
め

方
や
、
相
互
交
流
事
業
が
再

開
さ
れ
る
見
通
し
は
。

（
質
問
）

物
価
高
騰
の
中
、
必
要
な

栄
養
価
の
基
準
を
満
た
し
な

が
ら
栄
養
教
諭
の
工
夫
で
や

り
く
り
し
て
い
る
が
、
価
格

高
騰
へ
の
対
応
は
。

価
格
高
騰
で
パ
ン
や
デ

ザ
ー
ト
が
給
食
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
減
っ
て
お
り
、
農
業
振
興

（
質
問
）

幼
小
中
高
一
貫
教
育
と
山

村
留
学
制
度
を
ベ
ー
ス
に
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

新
し
い
価
値
観
の
創
造
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
論
点
に
質

問
す
る
。

子
供
た
ち
に
招
来
す
る
で

あ
ろ
う
知
識
は
、
グ
ロ
ー
バ

一般質問 一般質問

４４
人
の
議
員
が
問
う
。

人
の
議
員
が
問
う
。

３
月
13
日
、
３
月
定
例
議
会
一
般
質
問
で
、
４
議
員

が
登
壇
し
た
。

※
各
議
員
の
顔
写
真
は
事
前
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

（
質
問
）

人
口
減
少
の
実
態
は
。

（
質
問
）

今
後
の
予
想
人
口
は
。

人口減少
定
住
・
関
係
人
口
の
拡
大
に

取
り
組
む

人
口
増
減
問
題
の
検
証
は

QA

（
答
弁
）
喜
井
町
長

定
住
促
進
対
策
で
住
宅
建

設
促
進
・
家
賃
助
成
、
子
育

て
支
援
で
乳
幼
児
等
医
療
費

助
成
、
保
育
料
及
び
給
食
費

無
償
等
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
山
村
留
学
、
駐
屯

地
維
持
拡
充
運
動
等
に
努
め

て
い
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

機
会
を
通
じ
て
、
広
く
町

民
か
ら
意
見
を
聞
き
と
り
な

が
ら
進
め
た
い
。

（
質
問
）

人
口
増
の
た
め
の
事
業
は
。

（
質
問
）

毎
年
40
人
前
後
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
増
や
、
農
業
中

心
の
産
業
育
成
、
漬
物
や
さ

つ
ま
い
も
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

加
工
品
づ
く
り
で
産
業
を
興

し
て
ほ
し
い
。

畑　　久雄　議員

国
際
交
流

学
校
給
食

教

育
４月に再開する

食材費５％値上げで
対応する

鹿追中・瓜幕中で
国際バカロレア認定を目指す

中断している姉妹都
市交流の再開は

学校給食の食材高騰
における町の対応は

本町の町政運営の根
源をなすものは何か

A

A

A

Q

Q

Q

（
質
問
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
備
に
よ
り
、
地
方
で
の
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｓ
ハ
ウ
ス
を
町
の
情

報
発
信
が
で
き
る
タ
ウ
ン
オ

フ
ィ
ス
施
設
と
し
て
は
。

（
質
問
）

地
元
農
作
物
を
給
食
メ

ニ
ュ
ー
に
使
え
ば
地
元
へ
の

愛
着
を
育
み
、
生
産
者
の
顔

が
見
え
る
取
り
組
み
等
は
食

べ
残
し
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。

先
生
を
含
め
６
０
０
人
強

で
買
い
支
え
、
農
業
を
支
援

で
き
る
の
で
は
。

中
学
校
・
瓜
幕
中
学
校
及
び

鹿
追
高
校
が
同
時
に
認
定
を

受
け
る
こ
と
は
可
能
か
。

（
質
問
）

鹿
追
町
全
体
の
ま
ち
づ
く

り
で
、
新
し
い
価
値
観
の
創

造
と
し
て
町
ぐ
る
み
の
計
画

を
策
定
し
、
高
校
の
国
際
バ

カ
ロ
レ
ア
の
認
定
も
含
め
施

策
を
実
施
し
て
は
。

（
質
問
）

献
立
を
工
夫
し
た
節
約
レ

シ
ピ
で
乗
り
切
る
の
で
は
な

く
、
予
算
を
つ
け
て
成
長
期

の
子
供
に
十
分
な
栄
養
を
摂

取
し
て
ほ
し
い
。
デ
ザ
ー
ト

が
令
和
２
年
度
は
月
平
均
３

回
あ
っ
た
が
、
令
和
３
・
４
年

度
は
月
平
均
２
回
に
減
少
し

て
い
る
。
５
％
の
予
算
増
額

（
答
弁
）
喜
井
町
長

地
域
と
深
い
関
わ
り
を
持

つ
関
係
人
口
の
創
出
を
目
的

に
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推

進
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｓ
ハ
ウ
ス
は
、
当
初
の

目
的
に
沿
っ
た
利
用
が
適
切

だ
が
、
移
住
に
つ
な
が
る
活

用
方
法
も
検
討
し
た
い
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

地
場
産
品
や
デ
ザ
ー
ト
等

も
増
や
せ
る
よ
う
、
必
要
な

予
算
を
確
保
し
て
い
く
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

鹿
追
高
校
は
道
立
高
校
で

あ
り
、
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

教
育
が
鹿
追
の
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
、
北
海
道
に
も
貢
献
で

き
る
こ
と
で
あ
る
。

北
海
道
教
育
委
員
会
に
も

提
案
し
た
い
。

人口及び世帯数　戸籍窓口に表示

ＳＳハウス　ドナ・コーワン元町長が
５月 15日まで滞在予定

回転釜で調理中（ジャージャー麺）

瓜幕中　山村留学の拠点に加えて
国際バカロレア認定校を目指す

（
答
弁
）
喜
井
町
長

国
の
直
近
の
推
計
で
は
、

令
和
12
年
は
４
９
１
０
人
と

な
る
。

平
成
22
年
の
将
来
推
計
は

４
７
５
９
人
で
、
１
５
１
人

増
加
し
減
少
幅
が
緩
や
か
に

な
っ
て
い
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

令
和
２
年
の
国
勢
調
査

で
は
人
口
は
５
２
６
６
人

で
、
前
回
と
比
較
し
て
５
％
、

２
７
６
人
減
で
あ
る
。

15
歳
未
満
94
人
、
15
歳
～

65
歳
未
満
で
２
４
５
人
減
少

し
て
い
る
。

一
方
、
65
歳
以
上
は
63
人

増
加
し
、
少
子
高
齢
化
が
進

（
答
弁
）
喜
井
町
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
か
ら
食
材
価
格
が
高

騰
し
、
調
整
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ
る
。
令
和
５
年

度
予
算
は
１
食
当
た
り
単
価

を
５
％
増
額
し
た
。

本
町
の
給
食
単
価
は
十
勝

管
内
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、

地
場
産
品
を
拡
充
使
用
し
た

い
。こ

れ
ま
で
も
牛
乳
券
の
配

布
等
で
消
費
を
下
支
え
し
て

き
た
。
今
後
は
町
内
で
生
産

さ
れ
た
加
工
品
を
中
心
に
活

用
し
た
い
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

本
町
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
に
教
育
が
極
め
て
深
く
関

わ
っ
て
い
る
。
教
育
行
政
は

地
域
や
社
会
に
必
要
な
人
材

を
育
成
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
教
育
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
。

ど
の
よ
う
な
教
育
が
最
適

か
、
教
育
が
根
底
に
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
る
。

（
答
弁
）
渡
辺
教
育
長

本
町
に
お
い
て
も
、
教
育

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
国
際
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
向
上
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

今
後
、
学
ぶ
手
法
と
し
て
、

国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
を
、

ま
ず
鹿
追
中
学
校
及
び
瓜
幕

中
学
校
の
認
定
に
向
け
て
準

備
を
考
え
て
い
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

平
成
26
年
に
地
域
づ
く
り

総
合
交
付
金
を
活
用
し
、
移

住
希
望
者
や
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ

イ
ン
町
か
ら
の
滞
在
者
受
け

入
れ
を
目
的
に
整
備
し
た
施

設
で
あ
り
、
公
営
住
宅
と
し

て
は
利
用
し
て
い
な
い
。

令
和
元
年
ま
で
ス
ト
ニ
ィ

プ
レ
イ
ン
町
か
ら
の
長
期
滞

在
者
15
組
が
利
用
し
、
多
く

の
町
民
と
交
流
し
た
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

今
後
の
交
流
事
業
計
画
は
、

４
月
か
ら
Ｓ
Ｓ
ハ
ウ
ス
を
活

用
し
た
長
期
滞
在
体
験
、
７

月
に
交
換
留
学
生
・
友
好
訪

問
団
、
10
月
以
降
は
新
た
な

友
好
訪
問
団
の
受
け
入
れ
を

予
定
し
て
お
り
、
可
能
な
限

り
対
面
で
の
交
流
で
両
町
の

友
好
関
係
を
築
き
た
い
。

（
答
弁
）
宇
井
学
校
教
育
課
長

５
％
分
は
、
以
前
の
献
立

の
再
現
で
は
な
く
、
実
勢
価

格
を
見
な
が
ら
、
地
元
産
食

材
を
使
用
し
、
栄
養
計
算
し

て
使
っ
て
い
く
。

■	映画「おしゃべりな写真館」の撮影が終わりました。上映が楽しみ
ですね。写真館のオープンセットをどこかに残したいですネ！つぶやき

や
地
産
地
消
の
た
め
に
も
小

麦
や
乳
製
品
を
学
校
給
食
で

買
い
取
り
、
農
業
を
支
え
る

こ
と
を
提
案
す
る
。

相
互
交
流
の
目
的
で
整
備

さ
れ
た
た
め
、
公
営
住
宅
と

し
て
は
利
用
で
き
な
い
制
約

は
あ
る
の
か
。

ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
レ
ベ
ル
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
至
で

あ
る
。

本
町
の
教
育
行
政
に
は「
ま

ち
づ
く
り
」
の
絶
対
的
根
源

と
な
り
得
る
と
考
え
る
か
。

行
し
て
い
る
。

十
勝
管
内
平
均
年
齢
は

51
・
６
歳
、
本
町
は
47
・
９

歳
で
一
番
若
い
町
で
あ
る
。

で
は
足
り
な
い
の
で
は
。

（
質
問
）

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
を
鹿
追
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QRコードによるキャッ
シュレス納税は。

継続事業と記載されて
いるが、どのような事業を
行なったのか。令和５年度
は予算計上されていない
が、事業展開は。

予算額が増額される理
由と方針は。
廃屋と空き家件数は。

鹿追中及び瓜幕中へ導
入検討とあるが、住民周知
は。町財政や教員の負担が
増えるのでは。

令和５年度の固定資産
税及び軽自動車税で、クレ
ジットカード、口座振替、
スマートフォン決済アプリ
で納税可能になる予定。

地域ルート候補７ルー
トのうち２ルートを申請し
た。イベント開催等をサイ
クルツーリズム協議会と協
議し、必要な予算計上する。

有資格者によるアスベ
スト調査のため増額した。
令和４年度の廃屋解体助成
は 11件 477万円を予定。
現在の廃屋は目視で 20

件台、空き家バンク登録は
５件である。

町ホームページ、広報
紙で周知、生徒・保護者や
先生へ理解を進める。候補
校・認定校とも今後年間
100 数十万円の年会費と、
教員の研修費が 30 〜 60
万円かかる。
先生の負担は増えるが、

前向きに捉えている。

Q
Q

Q

Q

AA

A
A

キャッシュレス納税サイクルツーリズム

廃屋解体助成国際バカロレア

協力隊員のネットワー
クづくりが重要である。
地域おこし協力隊はど

こに配属されるのか。

火事等の通報を画像や
映像で転送できるシステム
導入は。

農家減少対策を検討す
る次世代農業経営対策協議
会を過去３回開催したが、
今後の方向性は。

入院・外来人数が予算
書と病院経営強化プランで
異なるが、整合性は。

協力隊員は平成館、マ
ンゴー栽培、高校全国募集
支援、国際バカロレア支援、
部活動支援、バイオガスプ
ラントへ各１人で計６人が
配属となる。

とかち広域消防事務組
合の通信機器更新を令和７
年度に予定しており、対応
についてとかち広域消防事
務組合へ伝える。

研修牧場や第三者継承
の掘り起こしを検討する。
地域の方の協力で進め

ていきたい。

令和３年度の人数で試
算した。年１回の見直しで
修正したい。
病院経営強化プランは

国のガイドラインに沿って
作成し、これを中心に進め
たい。

地域おこし協力隊画像通報システム

次世代農業経営対策協議会病院経営強化プラン

QQ

QQ

AA

A

A

国際交流センター平成館国際交流センター平成館消防出初式（R5.1.6）消防出初式（R5.1.6）

今後は農業の後継者不足が予想される今後は農業の後継者不足が予想される

国民健康保険病院国民健康保険病院

固定資産税と軽自動車税が固定資産税と軽自動車税が
スマートフォンで納税可能にスマートフォンで納税可能に

カバチャレ 2022（然別湖	白樺峠カバチャレ 2022（然別湖	白樺峠
ヒルクライムチャレンジ、R4.6.25）ヒルクライムチャレンジ、R4.6.25）

廃屋は適正に管理しましょう廃屋は適正に管理しましょう

鹿追中　瓜幕中と共に認定校を目指す鹿追中　瓜幕中と共に認定校を目指す

総務総務費費商工費商工費

総務費総務費教育費教育費

総務費総務費消防費消防費

農林費農林費病院会計病院会計

TheThe 予算・質疑予算・質疑  （その１）（その１）
3 月 14 日に開催された予算審査特別委員会（加納　茂 委員長）で、令和５年度の 

予算を審査した結果、すべて原案どおり全員賛成で可決した。

予算審査特別委員会

成年後見支援センター
事業を社会福祉協議会へ委
託するが、社会福祉士の配
置は。

鹿追町を舞台とした映
画「おしゃべりな写真館」
のロケが終了した。
完成の際、上映会を開

催しては。

01農業塾生と産業研修
生の人数は。
産業研修生の手当を引

き上げるべきでは。

FCEV（燃料電池）トラ
クター導入は。
牛のげっぷに含まれる

メタン削減にトップラン
ナーとして取り組んでは。

令和４年 12月から募集
しているが応募がない。
人材が確保できるまで

は派遣職員が対応する。

上映会ができるよう支
援・協力したい。

01農業塾生は７人、産
業研修生は１人。
産業研修生の研修手当

は農家従業員とのバランス
もあり、検討する。

FCEV トラクター実証
実験を町内での実施につい
て関係機関と協議したい。
町内に約３万頭の牛が

おり、情報交換及び試験研
究等を検討したい。

成年後見支援センター事業映画「おしゃべりな写真館」の上映

産業後継者対策ゼロカーボン推進

QQ

QQ

AA

AA

民生民生費費教育費教育費

農林費農林費総括質疑総括質疑

社会福祉協議会　令和４年度から社会福祉協議会　令和４年度から
町職員２人を派遣中町職員２人を派遣中おしゃべりな写真館のロケセットおしゃべりな写真館のロケセット

ピュアモルトクラブハウスピュアモルトクラブハウス瓜幕バイオガスプラント瓜幕バイオガスプラント

TheThe 予算・質疑予算・質疑  （その２）（その２）

予算審査特別委員会
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No.158

編 　 集 　 後 　 記編 　 集 　 後 　 記
自分たち議員は４年間の任期が終わります。コロナ禍でこの３年間ほどは	

かなり不自由な時期でした。
そんな中でも議会は活動していました。「しかおい議会だより」をいつも手に	

取っていただきありがとうございました。皆様のご協力に大変感謝しています。
小さくともキラリと光る町づくり、これからも皆で進めましょう。

	 議会広報部会　部会長	 台 蔵 　 征 一

議会広報広聴常任委員会議会広報広聴常任委員会
広報部会広報部会

部 会 長 	 台蔵　征一部 会 長 	 台蔵　征一
副部会長	 清水　浩徳副部会長	 清水　浩徳
部 会 員 	 吉田　　稔	部 会 員 	 吉田　　稔	

川染　　洋川染　　洋
	 山口　優子	 山口　優子

	

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
台
蔵
征
一
）

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
清
水
浩
徳
）

初代第 5戦車隊長	兼ねて

第 33 代鹿追駐屯地司令

2等陸佐	三
み

浦
うら

　成
まさ

友
とも

さん

令
和
５
年
３
月
13
日
付
で
、
第

５
戦
車
隊
長
兼
ね
て
鹿
追
駐
屯
地

司
令
と
し
て
三み

浦う
ら

成ま
さ

友と
も

２
等
陸
佐

が
着
任
し
ま
し
た
。

三
浦
２
佐
は
、
札
幌
市
出
身
で

現
在
43
歳
で
す
。

部
隊
歴
は
、
平
成
７
年
に
少
年

工
科
学
校
（
武
山
）
入
学
、
平
成

11
年
３
月
か
ら
第
72
戦
車
連
隊
（
北

恵
庭
）
配
置
と
な
り
、
約
15
年
間

北
海
道
勤
務
を
経
験
し
ま
し
た
。

今
回
、
陸
幕
人
教
部
（
募
集
援

護
課
計
画
係
）
か
ら
異
動
と
な
り
、

奥
さ
ま
と
一
緒
に
転
入
し
ま
し
た
。

開
町
１
０
０
年
を
越
え
る
鹿

追
町
の
歴
史
の
中
、
鹿
追
駐
屯

地
は
66
年
を
地
域
と
共
に
歩
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
３
月
に
鹿
追
駐
屯
部
隊

は
大
き
な
改
編
を
迎
え
ま
し
た

が「
地
域
と
の
連
携
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
任
務
遂
行
に
ま
い
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
町
民
皆
さ
ま
の
自
衛

隊
に
対
す
る
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

映
画
「
お
し
ゃ
べ
り
な
写
真
館
」

撮
影
終
了

初
代
第
５
戦
車
隊
長
が
着
任

健
勝
重
建
さ
ん
の
倉
庫
に
設

置
し
た
写
真
館
と
、
瓜
幕
の

個
人
敷
地
に
建
て
た
オ
ー
プ
ン

セ
ッ
ト
で
の
撮
影
が
終
わ
り
ま

し
た
。

オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
を
鹿
追
の

ど
こ
か
に
残
せ
な
い
か
、
私
の

今
の
夢
に
な
り
ま
し
た
。

完
成
後
の
上
映
に
際
し
、
町

民
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

株式会社　和ら美

プロデューサー	須
す

永
なが

　裕
ひろゆき

之	さん クランクアップ後に瓜幕の皆さんと打ち上げ（R5.2.21）

着任式における観閲行進（R5.3.13）

令
和
４
年
７
月
か
ら
町
内
で
撮

影
中
の
映
画
「
お
し
ゃ
べ
り
な
写

真
館
」
の
撮
影
が
２
月
19
日
に
無

事
終
わ
り
ま
し
た
。

終
了
後
、
さ
さ
え
隊
や
町
の
関

係
者
が
集
ま
り
、
映
画
ス
タ
ッ
フ

と
慰
労
会
を
行
い
ま
し
た
。

21
日
に
は
俳
優
の
中な

か
は
ら原

丈た
け

雄お

さ

ん
や
、
映
画
に
出
演
し
た
児
童
生

徒
の
皆
さ
ん
が
瓜
幕
で
集
い
ま
し

た
。映

画
の
完
成
は
令
和
５
年
秋
頃

を
予
定
し
て
お
り
、
完
成
後
に
町

内
で
上
映
会
を
検
討
中
で
す
。


